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住
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つ
い
て
―

山

下

智

子

一
、
は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
九
月
二
七
日
、
群
馬
県
高
崎
市
の
堀
口
家
よ
り
、
扁
額
二
面
、
屏
風
一
隻
、
が
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
向
け

搬
出
さ
れ
た（

（
（

。
い
ず
れ
も
群
馬
県
の
日
本
組
合
基
督
教
会
甘
楽
教
会
（
現
日
本
基
督
教
団
甘
楽
教
会
）
で
一
六
年
八
か
月
に
わ
た
り

牧
師
を
務
め
た
住
谷
天
来
（
一
八
六
九
年
二
月
一
六
日
〜
一
九
四
四
年
一
月
二
七
日
）
が
揮
毫
し
た
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

天
来
（
弥
朔
）
は
群
馬
郡
国
府
村
東
国
分
（
現
高
崎
市
）
に
生
ま
れ
、
一
八
八
八
年
に
日
本
組
合
基
督
教
会
前
橋
教
会
で
熊
本
バ

ン
ド
の
不
破
唯
次
郎
よ
り
洗
礼
を
う
け
廃
娼
運
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
一
八
九
〇
年
に
上
京
し
て
早
稲
田
及
び
慶
応
義
塾
で
学
び

帰
郷
、
一
八
九
二
年
よ
り
共
愛
女
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
が
一
八
九
六
年
に
女
学
校
拡
張
計
画
を
め
ぐ
り
辞
任
、
再
び
東
京
に
て

教
師
や
執
筆
を
な
し
カ
ー
ラ
イ
ル
の
『
英
雄
崇
拝
論
』
な
ど
を
翻
訳
し
評
価
さ
れ
た
が
、
大
逆
事
件
の
際
に
社
会
主
義
者
の
嫌
疑
を

受
け
一
九
一
一
年
に
群
馬
に
戻
っ
た
。
日
本
基
督
教
会
の
教
師
試
験
を
受
験
、
一
九
一
二
年
に
按
手
を
受
け
日
本
基
督
教
会
伊
勢
崎

教
会
（
現
日
本
基
督
教
団
伊
勢
崎
教
会
）、
一
九
一
八
年
甘
楽
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
。
内
村
鑑
三
や
柏
木
義
円
と
も
親
交
が
あ
り
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八
六

日
露
戦
争
時
か
ら
非
戦
を
唱
え
た
平
和
主
義
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
墨
子
に
影
響
を
受
け
た
非
戦
論
な
ど
天
来
の
思
想
は
、
彼

が
甘
楽
教
会
時
代
の
一
九
二
七
年
一
月
に
創
刊
し
、
一
九
三
九
年
六
月
ま
で
一
四
九
号
に
わ
た
り
発
行
し
た
雑
誌
『
聖
化
』
な
ど
に

明
ら
か
で
あ
る（

（
（

。

天
来
は
同
志
社
第
一
四
代
総
長
の
住
谷
悦
治
（
一
八
九
五
年
一
二
月
一
八
日
〜
一
九
八
七
年
一
〇
月
四
日
）
の
叔
父
に
あ
た
る
。

悦
治
は
天
来
を
尊
敬
し
そ
の
詳
細
な
伝
記
を
書
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
か
な
わ
な
い
ま
ま
召
天
し
た
。
今
回
は
上
記
の
屏
風
と
額

に
加
え
、
晩
年
の
悦
治
が
伝
記
執
筆
の
た
め
に
堀
口
家
に
天
来
の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
た
心
情
あ
ふ
れ
る
書
簡
や
、
住
谷
天
来
建
碑

関
係
資
料
、
写
真
な
ど
も
併
せ
て
寄
贈
さ
れ
た（

（
（

。

堀
口
家
は
、
初
代
堀
口
栄
蔵
の
ご
一
族
で
、
甘
楽
教
会
を
隠
退
し
た
後
の
天
来
夫
妻
を
高
崎
市
の
自
宅
に
迎
え
、
夫
婦
が
な
く
な

る
ま
で
支
え
続
け
た
一
家
で
あ
る
。
寄
贈
は
、
初
代
栄
蔵
の
五
男
で
あ
り
現
在
で
は
唯
一
生
前
の
天
来
を
記
憶
し
て
い
る
堀
口
基
榮

さ
ん
（
日
本
基
督
教
団
原
宿
教
会
員
）、
初
代
栄
蔵
の
ひ
孫
に
あ
た
り
現
在
の
堀
口
家
当
主
で
あ
る

堀
口
航
平
さ
ん
（
日
本
基
督
教
団
高
崎
教
会
員
）
の
名
前
で
な
さ
れ
た
が
、
寄
贈
資
料
の
搬
出
の
際

に
は
、
京
都
よ
り
来
ら
れ
た
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
上
田
裕
保
事
務
長
を
、
堀
口
家
の
皆
さ
ん

（
堀
口
基
榮
さ
ん
、
堀
口
航
平
さ
ん
、
堀
口
時
子
さ
ん
、
堀
口
真
起
子
さ
ん
、
堀
口
紗
代
さ
ん
、
渡

辺
和
子
さ
ん
）
が
出
迎
え
、
高
崎
教
会
生
地
善
人
牧
師
及
び
著
者
も
同
席
し
た
。

基
榮
さ
ん
は
一
九
四
〇
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
生
ま
れ
で
、「
基
督
が
栄
え
る
」
と
の
お
名
前
は
天

来
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
天
来
と
共
に
暮
ら
し
た
幼
き
日
の
思
い
出
は
、
盛
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
様

子
で
あ
る
。
堀
口
家
は
、
詳
し
く
後
述
す
る
が
、
か
つ
て
「
堀
田
屋
」
と
い
う
屋
号
で
商
売
を
し
て

い
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
年
末
の
多
忙
な
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
商
店
が
休
み
と
な
り
、
家
族
従
業
員

甘楽教会クリスマス（天来在任時）
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い
て
―

八
七

一
同
集
い
、
近
隣
の
方
も
招
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
っ
た
。
天
来
の
指
導
に
よ
り
飾
り
付
け
が
な
さ
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

場
す
る
な
ど
そ
れ
は
盛
大
な
も
の
で
、
天
来
の
死
後
も
こ
の
習
慣
は
続
い
た
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
『
甘
楽
教
会
百
年
史
』
よ
る
と
、

天
来
が
牧
師
を
務
め
て
い
た
頃
の
甘
楽
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
最
大
で
約
六
〇
〇
名
の
人
々
が
集
っ
て
お
り
、
東
方
の
三
博
士
の

壁
画
が
飾
り
付
け
ら
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
す
る
力
の
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

一
族
の
皆
さ
ん
に
よ
る
と
、
初
代
栄
蔵
の
跡
を
継
い
だ
長
男
の
喜
八
郎
改
め
二
代
目
栄
蔵
ら
は
天
来
よ
り
自
宅
で
洗
礼
を
受
け
た

そ
う
だ
が
、
天
来
が
共
に
暮
ら
し
た
時
代
の
堀
口
家
は
い
ず
れ
の
教
派
に
も
属
さ
な
い
教
会
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

時
代
、
堀
口
家
で
は
日
曜
学
校
を
行
っ
て
い
た
と
の
証
言
も
あ
る（

（
（

。

本
論
で
は
以
上
を
踏
ま
え
天
来
と
堀
口
家
の
関
係
及
び
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
核
を
な
す
扁
額
と
屏
風
を
紹
介
す
る
。

二
、
住
谷
天
来
と
堀
口
家

『
甘
楽
教
会
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
住
谷
天
来
は
一
九
一
八
年
四
月
よ
り
一
九
三
四

年
一
一
月
ま
で
群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
甘
楽
教
会
の
牧
師
を
務
め
た
が
、
初
代
堀
口
栄

蔵
（
一
八
九
四
年
四
月
一
日
〜
一
九
五
八
年
三
月
一
九
日
）
は
一
九
二
四
年
二
月
一
〇

日
に
天
来
よ
り
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
満
二
九
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
初
代
栄
蔵
以

外
に
堀
口
美
恵
子
ら
五
名
が
共
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
美
恵
子
は
栄
蔵
に
続
き
「
同

美
恵
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
栄
蔵
の
長
女
で
あ
る
恵
美
子
の
誤
記
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
時
恵
美
子
は
生
ま
れ
て
数
か
月
の
乳
児
で
あ
る
の
で
、
だ
と
す
れ
ば
幼
児
洗

初代堀口栄蔵
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八
八

礼
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
一
九
三
三
年
一
二
月
二
五
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
際
に
は
初
代
栄
蔵
の
従
弟
に
当
た
る
堀
口
万

亀
藏
が
生
徒
総
代
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
て
い
る（

（
（

。

堀
口
家
は
も
と
も
と
富
岡
で
「
堀
田
屋
」
と
い
う
屋
号
の
商
店
を
経
営
し
て
い
た
。「
堀
田
屋
」

は
初
代
栄
蔵
の
曽
祖
父
に
当
た
る
堀
口
松
五
郎
が
創
立
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。「
堀
田
屋
」
は
富
岡

製
糸
場
な
ど
に
野
菜
を
納
め
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
仕
事
が
ら
初
代
栄
蔵
も
経
済
に
明
る
か
っ
た
の
だ

ろ
う
、
一
九
二
五
年
五
月
一
〇
日
の
教
会
総
会
で
は
教
会
会
計
の
赤
字
を
補
填
す
べ
く
初
代
栄
蔵

は
募
金
の
任
に
当
た
り
、
会
計
補
佐
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
初
代
栄
蔵
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
『
甘
楽
教
会
百
年
史
』
に
は
前
述
以
上
の
こ
と

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
天
来
は
月
刊
誌
『
聖
化
』
を
一
九
二
七
年
一
月
か
ら
一
九
三

九
年
六
月
ま
で
一
四
九
号
に
わ
た
り
発
行
し
た
が
、『
聖
化
』
の
す
べ
て
の
号
に
「
堀
田
屋
」
の

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、「
堀
田
屋
」
が
天
来
と
天
来
の
『
聖
化
』

を
通
し
て
の
伝
道
活
動
を
よ
く
理
解
し
、
変
わ
る
こ
と
な
く
支
え
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

「
堀
田
屋
」
は
富
岡
よ
り
高
崎
に
出
店
し
、
一
九
二
七
年
に
合
名
会
社
「
堀
田
屋
」
を
設
立

し
た（

（1
（

。
一
九
二
七
年
一
月
の
『
聖
化
』
創
刊
号
の
広
告
に
よ
る
と
、「
堀
田
屋
」
は
富
岡
宮
本

町
に
あ
る
「
乾
物
並
果
物
商
」
で
あ
り
、「
高
崎
市
本
町
一
丁
目
」
に
「
堀
田
屋
出
張
店
」
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
富
岡
の
「
堀
田
屋
」
が
広
告
の
中
心
で
高
崎
の
「
出
張
店
」
は
小
さ
な
扱
い
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
翌
一
九
二
八
年
一
月
の
第
一
三
号
の
広
告
か
ら
、
両
店
の
扱
い

は
逆
転
し
「
乾
物
並
果
物
問
屋
」「
堀
田
屋
支
店
」
で
あ
る
高
崎
店
が
広
告
の
中
心
で
あ
り
、

堀田屋広告（1927.1～1927.12）堀田屋広告（1928.1〜1935.6）
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来
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料
に
つ
い
て
―

八
九

そ
の
脇
に
小
さ
く
富
岡
店
が
記
さ
れ
て
お
り
、
高
崎
の
店
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。

一
九
三
四
年
夏
、
天
来
夫
妻
は
と
も
に
病
に
倒
れ
、
天
来
は
思
う
よ
う
に
牧
師
と
し
て
の
職

務
が
担
え
な
く
な
り
、
夕
拝
も
中
止
せ
ざ
る
得
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
天
来
は
「
到
底

御
教
会
の
牧
師
と
し
て
の
責
任
を
全
ふ
し　

其
職
能
を
尽
し
得
ざ
る
こ
と
を
痛
感
」
し
た
と
し

て
一
一
月
末
を
も
っ
て
辞
任
し
「
高
崎
市
赤
坂
村
三
六
九
」
に
隠
居
し
た（

（1
（

。
天
来
の
引
退
を
安

中
教
会
牧
師
の
柏
木
義
円
は
一
九
三
五
年
一
月
発
行
の『
上
毛
教
界
月
報
』第
四
三
五
号
で「
教

界
人
乏
し
き
の
際　

学
、
徳
、
信
深
き
先
生
の
ご
退
隠
を
深
く
惜
し
む
」
と
報
じ
た（

（1
（

。

天
来
は
隠
退
に
伴
い
『
聖
化
』
を
一
九
三
四
年
一
二
月
発
行
の
第
九
六
号
を
も
っ
て
廃
刊
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
の
号
に
「
終
刊
の
辞
」
を
掲
載
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
廃
刊
と
は
な

ら
ず
一
九
三
五
年
一
月
に
第
九
七
号
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
熱
心
な
る
誌
友
の
待
望
と
同
情
あ
る
友
人
の
推
賞
に
感
激
し
て
、

亦
々
細
い
乍
ら
も
続
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。

同
年
七
月
発
行
の
『
聖
化
』
第
一
〇
三
号
で
は
、
第
一
三
号
以
来
使
用
さ
れ
て
き
た
「
堀
田
屋
」
の
広
告
が
新
し
く
さ
れ
た
が
、

そ
の
広
告
に
は
「
高
崎
市
本
町
三
丁
目
」
の
店
に
加
え
、「
向
請
地
町
三
六
九
」
の
「
工
場
」
も
し
る
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
「
支
店
」

の
文
字
が
消
え
て
い
る
。
富
岡
店
の
「
出
張
店
」
と
し
て
始
ま
っ
た
高
崎
店
が
、
や
が
て
「
支
店
」「
問
屋
」
と
な
り
、
こ
の
頃
に

は
「
工
場
」
ま
で
構
え
て
大
々
的
に
商
売
を
行
い
、
富
岡
の
店
と
は
別
に
独
自
の
歩
み
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

工
場
が
あ
っ
た
「
向
請
地
町
三
六
九
」
と
は
す
な
わ
ち
天
来
が
隠
居
し
移
り
住
ん
だ
「
高
崎
市
赤
坂
村
三
六
九
」
で
あ
る
。
つ
ま

り
高
崎
の
「
堀
田
屋
」
で
成
功
し
た
初
代
栄
蔵
が
、「
老
い
て
勢
力
と
財
力
と
乏
し
き
身
」
の
天
来
を
丁
重
に
自
宅
に
迎
え
た
の
だ
。

自
由
な
言
論
を
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
時
代
だ
が
、
初
代
栄
蔵
は
食
料
統
制
組
合
の
理
事
長
を
つ
と
め
た
ほ 堀田屋広告（1935.7～1939.6）



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
〇

ど
の
地
元
の
実
力
者
で
あ
り
、「
堀
田
屋
」
の
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
漬
物
な
ど
は
高
崎
の

陸
軍
歩
兵
十
五
連
隊
に
納
品
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
天
来
の
活
動
も
地
元

警
察
に
多
少
大
目
に
見
ら
れ
て
い
た
と
も
い
う（

（1
（

。
天
来
は
発
行
禁
止
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と

を
機
に
一
九
三
九
年
六
月
発
行
の
第
一
四
九
号
を
も
っ
て
『
聖
化
』
を
廃
刊
せ
ざ
る
得
な

く
な
る
ま
で
、
堀
口
家
の
一
室
で
『
聖
化
』
を
発
行
し
続
け
た
。

天
来
は
一
九
四
四
年
一
月
二
七
日
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
遺
骨
は
遺
言
に
従
っ
て
甥
の

住
谷
悦
治
の
手
で
利
根
川
に
散
骨
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
墓
は
住
谷
家
の
墓
地
に
堀

口
家
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
天
来
が
生
前
に
自
ら
の
手
で
建
て
た
最
初
の
妻
・

美
津
子
、
息
子
・
穆
の
二
基
の
墓
に
並
び
似
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
「
住
谷
天
来

之
碑
」、
裏
面
に
天
来
の
生
没
年
、
後
妻
・
朝
江
の
名
と
没
年
が
刻
ま
れ
、
さ
ら
に
「
天

来
先
生
の
没
後
そ
の
ま
ゝ
に
な
っ
て
い
る
の
で
先
生
の
お
徳
を
偲
び
先
代
栄
蔵
の
遺
志
を

次
い
で
篤
志
の
方
々
に
よ
る
再
建
の
日
ま
で
一
時
こ
の
碑
を
立
て
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し

た　

高
崎
市　

堀
口
家
」
と
あ
る
。「
一
時
」
と
は
刻
ん
で
あ
る
が
、
何
世
代
に
も
わ
た

り
受
け
継
げ
る
よ
う
な
立
派
な
も
の
で
あ
り
、
形
状
や
文
言
な
ど
に
も
配
慮
が
感
じ
ら
れ

る
。
こ
の
碑
の
建
立
の
中
心
に
い
た
の
は
初
代
栄
蔵
の
妻
・
キ
ミ
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら

も
天
来
と
堀
口
家
の
特
別
な
関
係
性
が
伺
わ
れ
る（

（1
（

。

右より住谷天来、美津子、穆の碑堀口キミ



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
一

三
、
寄
贈
資
料
の
紹
介

こ
こ
で
は
堀
口
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
扁
額
と
屏
風
と
紹
介
を
す
る
。
な
お
翻
刻
は
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
小
林
丈
広
所

長
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

（
ア
）
扁
額
「
治
己
心
者
優
攻
取
城
者
」

治
己
心
者
優
攻
取
城
者　

ソ
ロ
モ
ン
語　

天
来

典
拠
は
旧
約
聖
書
の
箴
言
一
六
章
三
二
節
後
半
で
あ
る
。
新
共
同
訳
聖
書
で
は
三
二
節
は
「
忍
耐
は
力
の
強
さ
に
ま
さ
る
。
自

制
の
力
は
町
を
占
領
す
る
に
ま
さ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
天
来
が
い
つ
ど
う
し
た
経
緯
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
天
来
が
堀
口
家
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
前
述
の
通
り
一
九
三
四
年
末
か
ら
一
九
四
四
年
初
め
の
約
九
年
間
で
あ
り
、
一
九

三
九
年
に
は
宗
教
団
体
法
が
出
さ
れ
一
九
四
一
年
に
は
政
府
の
主
導
に
よ
り
日
本
基
督
教
団
が
発
足
し
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す

る
な
ど
非
戦
平
和
を
唱
え
る
天
来
に
と
っ
て
大
変
困
難
な
、
忍
耐
を
要
す
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
イ
）
扁
額
「
先
求
神
之
國
与
其
義
」

先
求
神
之
國
与
其
義　

堀
口
君　

□
□　

天
来

典
拠
は
新
約
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
六
章
三
三
節
前
半
で
あ
る
。
新
共
同
訳
聖
書
に
よ
る
と
三
三
節
前
半
は
「
何
よ
り
も



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
二

ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
キ
リ
ス
ト
が
空
の
鳥
、
野
の
花
を
指
し
示
し
神
の
被

造
物
に
対
す
る
大
き
な
愛
と
配
慮
に
つ
い
て
語
り
「
思
い
悩
む
な
」
と
教
え
た
箇
所
で
あ
る
。

（
ウ
）
六
曲
屏
風

①　

第
一
扇

花
無
心
開
花
蝶
無
心
来
花
蝶
来

花
自
落
花
落
蝶
不
知
蝶
去
花
不
識

不
知
兮
不
識
従
帝
則
而
己

　
　
　
　
　
　
　
　

天
来
道
人　
［
朱
印
］［
朱
印
］

良
寛
の
詩
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

花
無
心
招
蝶　

蝶
無
心
尋
花　

花
開
時
蝶
来　

蝶
来
時
花
開

吾
亦
不
知
人　

人
亦
不
知
吾　

不
知
従
帝
則（

（1
（

天
来
は
こ
の
良
寛
の
詩
に
影
響
を
受
け
、
第
一
扇
の
漢
詩
を
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
二
年
九
月
発
行
の
『
聖
化
』

第
六
九
号
の
「
詩
歌
之
國
」
欄
に
「
従
帝
則
耳
」
と
題
し
た
黙
庵
の
次
の
よ
う
な
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
黙
庵
」
と
は
天
来



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
三

が
漢
詩
を
作
る
際
に
よ
く
用
い
た
号
で
あ
る
。

花
無
心
招
蝶　

蝶
無
心
尋
花
。
花
開
時
蝶
来

蝶
来
亦
花
開　

風
月
互
相
和
。
花
蝶
互
作
媒
。

生
殖
興
繁
殖　

奇
々
怪
々
。』
問
天
天
不
答

問
我
我
不
知
。
不
知
兮
不
識　

只
従
帝
則
耳
。

『
聖
化
』
第
六
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
の
前
半
は
良
寛
の
詩
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
が
、堀
口
家
の
屏
風
で
は
「
花
無
心
開
花
」

と
始
ま
っ
て
お
り
、
よ
り
独
自
性
が
み
ら
れ
る
。
天
来
が
堀
口
家
に
住
ん
だ
の
は
一
九
三
四
年
か
ら
で
あ
る
の
で
、『
聖
化
』
の

詩
を
さ
ら
に
推
敲
し
た
も
の
が
第
一
扇
の
詩
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
自
然
の
摂
理
を
歌
っ
て
い
る
が
、
天
来
の
詩
は

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
花
や
蝶
の
よ
う
に
天
地
を
創
造
さ
れ
た
神
の
御
心
に
た
だ
無
心
に
従
う
こ
と
の
大
切
さ
を
歌
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

②　

第
二
扇

夢
乗
大
鳳
行
蒼
穹
忽
渡
銀

河
入
帝
宮
身
在
聖
也
純
光

天
醒
来
簾
外
梅
花
風　
［
朱
印
］［
朱
印
］



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
四

天
来
の
詩
集
で
あ
る
『
黙
庵
詩
鈔
』（
平
和
舎
、
一
九
四
一
年
）
に
多
少
の
文
字
異
同
が
あ
る
が
同
様
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
夢
乗
大
鳳
夜
行
空　

忽
渡
銀
河
入
帝
郷

身
正
在
純
光
之
天　

醒
来
簾
外
梅
花
風

『
黙
庵
詩
鈔
』
に
は
天
来
自
身
に
よ
り
次
の
よ
う
に
読
み
方
も
記
さ
れ
て
い
る
。

夢
に
大
鳳
に
乗
っ
て
夜
空
を
行
く
、
忽
ち
銀
河
を
渡
り
て
帝
郷
に
入
る
。
身
は
正
に
純
光
之
天
に
在
り
、
醒
め
来
れ
ば
簾
外

梅
花
の
風

字
義
の
解
説
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

帝
郷
は
天
帝
の
都
を
指
す
。
荘
子
に
『
乗
彼
白
雲
至
於
帝
郷
』
と
あ
り
。
純
光
之
天
と
は
ダ
ン
テ
の
描
い
た
十
天
の
中
の
最

高
の
天
即
ち
純
乎
た
る
光
の
満
て
る
處
を
曰
ふ
。

顧
み
て
堀
口
家
の
屏
風
で
は
「
夜
行
空
」
が
「
行
蒼
穹
」
に
、「
帝
郷
」
が
「
帝
宮
」
に
、「
身
正
在
純
光
之
天
」
が
「
帝
宮
身

在
聖
也
純
光
」
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
夢
で
光
に
満
ち
た
聖
な
る
天
の
都
に
飛
び
、
醒
め
て
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
る



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
五

美
し
い
詩
と
な
っ
て
お
り
、
天
上
に
あ
っ
て
も
地
上
に
あ
っ
て
も
神
の
恵
み
の
中
に
あ
る
幸
い
を
思
わ
さ
れ
る
。

こ
の
詩
に
関
し
て
も
一
九
三
六
年
九
月
発
行
の
『
聖
化
』
第
一
一
七
号
の
「
詩
歌
之
國
」
欄
に
原
形
と
思
わ
れ
る
以
下
の
詩
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

夢
誇
大
鳳
上
蒼
穹　

直
超
十
天
入
浄
宮
。

身
在
聖
衆
常
楽
界　

覚
来
楼
翠
巒
風
。

③　

第
三
扇
、
第
四
扇

心
月
孤
圓

光
呑
萬
象

為
堀
口
家　

住
天
来　
［
朱
印
］［
朱
印
］

禅
の
公
案
で
あ
る
『
碧
巌
録
』
の
九
十
則
に
あ
る
言
葉
で
あ
る（

（1
（

。『
碧
巌
録
』
は
特
に
臨
済
宗
で
重
要
な
書
と
さ
れ
る
。
悟
り

を
開
い
た
心
を
円
で
表
し
て
い
る
と
い
う
。
天
来
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
こ
の
言
葉
を
堀
口
家
に
送
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
は
「
わ
た
し
は
世
の
光
で
あ
る
。
わ
た
し
に
従
う
者
は
暗
闇
の
中
を
歩
か
ず
、
命
の
光
を
持
つ
」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
八
章
一
二
節
）、「
あ
な
た
が
た
は
、
以
前
に
は
暗
闇
で
し
た
が
、
今
は
主
に
結
ば
れ
て
、
光
と
な
っ
て
い
ま
す
。

光
の
子
と
し
て
歩
み
な
さ
い
。」（
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
五
章
八
節
）
な
ど
の
聖
書
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
六

④　

第
五
扇

昨
夜
満
庭
落
葉
声
孤
吟

歌
枕
無
限
情
嗚
呼
七
十
餘
年

夢
忽
然
醒
来
宇
宙
明　

住
谷
山
人

　
　
　
　
　
　
　
　
［
朱
印
］［
朱
印
］

天
来
は
漢
詩
の
中
で
自
身
の
年
齢
を
数
え
で
「
何
歳
」
と
現
す
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、一
九
三
四
年
一
二
月
発
行
の
『
聖
化
』

第
九
六
号
に
あ
る
天
来
満
六
五
歳
時
の
詩
の
冒
頭
は
「
古
稀
七
十
欠
四
歳
」
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三
八
年
四
月
発
行
一
三
六
号
に

あ
る
満
六
九
歳
時
の
詩
は
「
二
月
十
六
日
、
我
誕
生
日
之
日
也
。
因
賦
長
詩
而
書
懐
」
と
し
て
詩
の
冒
頭
は
「
天
特
寵
我
與
七
十

齢
」
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
詩
は
「
天
は
特
に
わ
た
し
の
や
う
な
者
ま
で
愛
し
て
七
十
の
齢
を
與
え
て
く
れ
た
」
と
の
意
味
も

併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
天
来
は
人
生
の
歩
み
が
丸
何
年
間
で
あ
る
の
か
を
表
す
場
合
は
「
何
年
」
と
現
す
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
一
九
三
九
年

五
月
発
行
『
聖
化
』
一
四
八
号
掲
載
、
天
来
満
七
〇
歳
の
時
の
詩
の
冒
頭
は
「
七
十
年
来
食
天
倉
」
で
あ
る
。
併
せ
て
「
七
十
年

の
間
忝
け
無
く
も
天
ツ
御
藏
の
カ
テ
を
頂
戴
し
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
聖
化
』
は
第
一
四
九
号
で
廃
刊
と
な
る
が
、
第
一

四
八
号
、
第
一
四
九
号
に
は
、
自
身
の
人
生
を
感
慨
と
と
も
に
顧
み
て
「
七
十
年
」
と
の
文
言
が
入
る
詩
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。顧

み
て
第
五
扇
の
詩
に
は
「
七
十
餘
年
」
と
あ
る
。
こ
の
漢
詩
は
天
来
が
『
聖
化
』
を
廃
刊
し
た
後
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。『
聖
化
』
に
は
「
詩
歌
之
國
」
と
い
う
詩
の
投
稿
欄
が
あ
り
、
そ
こ
に
毎
号
天
来
は
た
く
さ
ん
の
漢
詩
は
も
ち
ろ
ん
、
短
歌
、



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
七

文
語
詩
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、『
聖
化
』
を
廃
刊
し
た
一
九
三
九
年
か
ら
亡
く
な
る
一
九
四
四
年
ま
で
の
間
、
お
そ
ら
く
詩
歌

を
作
る
習
慣
は
続
い
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
作
品
が
人
目
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
天
来
最
晩

年
の
姿
を
知
り
う
る
こ
の
作
品
は
貴
重
で
あ
り
、
天
来
が
最
後
を
過
ご
し
た
堀
口
家
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
漢
詩
で
天
来
は
庭
の
落
葉
か
ら
宇
宙
へ
と
心
を
広
げ
る
。
天
来
に
と
っ
て
の
宇
宙
と
は
、
神
が
創
造
さ
れ
た
天
地
万
物
に

他
な
ら
ず
、
そ
の
中
心
に
は
万
人
の
救
い
の
為
に
御
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
神
が
お
ら
れ
る
。
天
地
創
造

の
初
め
に
混
沌
と
し
た
闇
が
あ
り
、
そ
こ
に
神
が
光
と
秩
序
も
た
ら
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
な
ど
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

⑤　

第
六
扇

孔
子
一
貫
忠
恕
弘
則
氏
盛
徳

偕
衆
行
釋
迦
慈
眼
歩
中
道

醫
蘇
來
能
之
大
成　
　

天
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
朱
印
］［
朱
印
］

こ
の
詩
に
関
し
て
は
『
黙
庵
詩
鈔
』
に
「
清
興
」
と
題
し
同
じ
詩
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
天
来
自
身
に
よ
り
次
の
よ
う
に
読
み
方

も
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

孔
子
一
貫
忠
恕
を
弘
め
、
則
氏
盛
徳
衆
と
共
に
行
く
、
釈
迦
は
慈
眼
に
し
て
中
道
を
歩
み
、
醫
蘇
は
來
つ
て
能
く
之
を
大
成

し
給
ふ



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
八

字
義
の
解
説
も
あ
り
そ
れ
に
よ
る
と
、「
即
氏
」
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
略
字
で
、「
醫
蘇
」
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
略
字
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
関
し
て
は
天
来
自
身
に
よ
る
詩
の
大
意
も
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

孔
子
は
曾
て
我
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
、
敢
て
問
ふ
、
一
貫
と
は
何
ぞ
、
曰
く
恕
の
み
と
答
へ
ら
れ
た
、
則
氏
は
露
頭
跣
足

亞
典
の
市
に
出
で
て
多
く
の
人
々
に
接
し
、
其
處
で
問
題
を
設
け
て
は
懇
切
に
人
間
の
歸
適
を
教
え
た
。
釈
迦
に
は
八
萬
四

千
の
法
門
が
あ
り
、
そ
の
經
典
は
五
千
餘
巻
に
達
す
る
と
い
ふ
が
、
要
す
る
に
迷
へ
る
衆
生
を
濟
ふ
に
は
有
に
偏
せ
ず
無
に

著
か
ず
、
中
正
の
道
に
あ
り
と
教
え
た
。
處
が
醫
蘇
に
な
る
と
前
三
者
の
教
え
と
し
道
と
し
た
も
の
に
加
へ
て
、
死
に
打
克

つ
の
道
、
神
の
子
と
な
る
の
道
、
永
遠
の
命
を
把
握
す
る
道
を
立
證
し
て
、
之
を
大
成
し
完
成
し
給
う
た
、
是
我
々
の
導
師

と
し
大
先
達
と
し
て
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。

天
来
の
著
書
に
孔
子
に
つ
い
て
論
じ
た
『
孔
子
及
び
孔
子
教
』（
警
醒
社
、
一
九
一
一
年
）
が
あ
る
。
こ
の
本
で
天
来
は
孔
子

と
そ
の
教
え
を
批
判
し
て
い
る
。
序
言
に
お
い
て
内
村
鑑
三
は
「
余
の
友
人
住
谷
天
来
君
は
其
性
来
の
質
よ
り
謂
ふ
も
、
亦
其
学

問
の
性
質
よ
り
考
ふ
る
も
純
粋
の
漢
学
者
で
あ
る
。
然
る
に
此
人
が
孔
子
を
仰
が
ず
に
ナ
ザ
レ
人
の
イ
エ
ス
の
弟
子
と
し
て
事
ふ

る
の
で
あ
る
。
余
が
特
に
君
を
刑
す
る
所
以
は
茲
に
あ
る
」
と
し
、天
来
の
主
張
を
踏
ま
え
「
而
し
て
彼
（
筆
者
注　

キ
リ
ス
ト
）

の
十
字
架
の
下
に
立
っ
て
の
み
、
孔
子
も
釈
迦
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
正
常
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
住
谷
君
の
孔
子
論

は
こ
の
立
場
よ
り
觀
た
る
評
伝
で
あ
る
、
そ
の
我
邦
に
於
て
異
例
な
る
は
茲
に
在
る
」
と
し
て
い
る
。



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

九
九

四
、
お
わ
り
に

堀
口
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
住
谷
天
来
資
料
に
関
し
て
、
天
来
と
堀
口
家
の
関
係
を
述
べ
、
扁
額
二
面
と
屏
風
に
揮
毫
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

住
谷
天
来
と
い
う
と
内
村
鑑
三
や
柏
木
義
円
と
共
に
、
日
露
戦
争
の
時
よ
り
一
貫
し
て
非
戦
を
唱
え
て
き
た
平
和
主
義
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
天
来
が
発
行
し
た
月
刊
誌
『
聖
化
』
に
目
を
通
し
て
み
る
と
、
社
会
と
人
々
の
「
聖
化
」
を
願
い
作
ら
れ
た
雑
誌

に
ふ
さ
わ
し
く
、
社
会
に
対
す
る
鋭
い
視
点
が
多
々
見
受
け
ら
れ
、
聖
書
を
引
用
し
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
か
つ
興
味

深
く
記
し
て
も
い
る
。
し
か
し
『
聖
化
』
を
見
た
時
に
、
な
ん
と
い
っ
て
も
目
に
付
く
の
が
、
詩
や
文
学
に
関
す
る
話
題
で
あ
り
、

頁
に
よ
っ
て
は
文
芸
雑
誌
の
よ
う
で
も
あ
る
。
驚
か
さ
れ
る
の
は
天
来
の
幅
広
い
知
識
と
教
養
で
あ
る
。
誌
面
に
は
古
今
東
西
の
哲

学
者
や
偉
人
、
著
名
な
作
家
や
詩
人
な
ど
の
名
前
や
名
言
、
作
品
な
ど
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
資
料
だ
け

み
て
も
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
や
聖
書
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
良
寛
の
詩
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』、『
碧
厳
集
』、
孔
子
、

莊
子
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
釈
迦
な
ど
自
在
に
踏
ま
え
て
お
り
、
博
識
な
天
来
の
姿
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

天
来
は
特
に
詩
歌
を
愛
し
て
お
り
、『
聖
化
』
の
巻
頭
は
多
く
の
号
で
、
彼
自
ら
が
確
か
な
語
学
力
を
も
っ
て
翻
訳
し
た
著
名
な

詩
人
の
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
聖
化
』
誌
上
で
の
取
り
組
み
は
や
が
て
『
聖
哲
遺
詠　

人
生
之
歌
』（
一
粒
社
、
一
九
三

五
年
）
と
し
て
実
を
結
ぶ
。
こ
の
本
は
ミ
ル
ト
ン
、
ダ
ン
テ
、
テ
ニ
ス
ン
、
ゲ
ー
テ
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
ブ
レ
イ
ク
な
ど
欧
米
の
著

名
な
詩
人
作
品
を
天
来
が
訳
し
、
評
と
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
六
月
発
行
『
聖
化
』
第
一
〇
二
号
に
は
天
来
に
よ

る
出
版
広
告
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
詩
歌
の
無
い
人
生
は
砂
漠
で
あ
り
ま
す
、
そ
し
て
詩
歌
を
知
ら
な
い
世
は
全
く
の
墓
場
で
あ
り

ま
す
」
と
あ
り
、
詩
歌
に
対
す
る
天
来
の
強
い
思
い
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

一
〇
〇

天
来
の
詩
歌
へ
の
思
い
は
『
聖
化
』
誌
上
の
「
詩
歌
之
國
」
欄
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
様
々
な
人
々
に
よ
る
詩
歌
の
投
稿
欄

だ
が
、
毎
号
天
来
の
漢
詩
、
和
歌
、
文
語
詩
な
ど
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
号
に
よ
っ
て
は
天
来
の
詩
歌
の
み
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
欄
の
作
品
か
ら
す
で
に
紹
介
し
た
天
来
の
詩
集
『
黙
庵
詩
鈔
』
が
生
ま
れ
た
。

天
来
は
一
九
三
七
年
一
一
月
発
行
一
三
一
号
の
「
編
輯
餘
録
」
に
「
尤
も
楽
し
と
す
る
詩
歌
之
國
を
休
み
ま
し
た
。
そ
の
代
り
次

號
う
ん
と
載
せ
ま
す
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
天
来
の
詩
歌
を
愛
す
る
気
持
ち
や
創
作
意
欲
が
う
か
が
え
る
。
な
お
天
来
が

漢
詩
を
創
作
す
る
際
に
多
く
用
い
る
「
黙
庵
」
の
号
に
つ
い
て
、
同
じ
一
三
一
号
の
「
編
輯
餘
録
」
に
「
◎
今
は
戦
争
の
眞
最
中
、

軍
國
の
世
界
、
軍
人
の
天
下
事
荀
く
も
之
に
對
す
る
厳
正
の
批
判
と
あ
れ
ば
忽
ち
に
發
禁
と
没
収
で
お
ま
け
に
罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま

す
。
◎
三
大
自
由
は
許
さ
れ
て
あ
る
も
の
ゝ
筆
と
舌
と
は
中
々
自
由
に
参
り
ま
せ
ん
、
私
の
黙
庵
の
號
は
之
に
因
た
も
の
で
す
」
と

し
て
い
る
。

筆
と
舌
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
天
来
が
し
ば
し
そ
う
し
た
辛
い
状
況
を
逃
れ
て
遊
び
、
自
己
を
表
現
し
、
信
仰
者
と
し
て
力
を
得
た

の
が
「
詩
歌
之
國
」、
つ
ま
り
詩
の
創
作
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
黙
庵
自
身
を
詠
っ
た
漢
詩
も
複
数
残
し
て
い
る
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
堀
口
家
に
は
『
聖
化
』
廃
刊
後

に
、
堀
口
家
の
人
々
と
詩
歌
の
喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
と
す
る
天
来
の
姿
を
示
す

他
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
久
『
作
詩
と
鑑
賞　

漢
詩
の
新
研
究
』（
古

明
地
書
店
、
一
九
四
二
年
）
で
あ
る
。
見
開
き
に
「
作
詩
の
手
ほ
ど
き
と
し
て
此

書
を
我
が
愛
す
る
㐂
一
郎
君
に
献
呈
す　

昭
和
十
八
年
如
月
十
四
日　

天
来
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
天
来
が
亡
く
な
る
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
名
前
に
誤
り
が
あ

る
が
こ
れ
は
間
違
い
な
く
天
来
が
二
代
目
栄
蔵
（
喜
八
郎
）
に
送
っ
た
も
の
で
あ

『漢詩の新研究』天来署名



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

一
〇
一

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
天
来
は
二
代
目
栄
蔵
が
長
男
で
あ
る
の
で
「
喜
八
郎
」
で
は
な
く
「
喜
一
郎
」
と
勘
違
い
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
あ
る
い
は
耳
が
不
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
事
よ
り
、
今
回
堀
口
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
扁
額
や
屏
風
は
、
天
来
が
舌
と
筆
の
自
由
を
奪
わ
れ
黙
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
時

代
、
つ
ま
り
一
九
三
四
年
一
一
月
末
の
甘
楽
教
会
隠
退
時
か
ら
一
九
三
九
年
六
月
の
『
聖
化
』
廃
刊
を
経
て
、
一
九
四
四
年
一
月
に

世
を
去
る
と
き
ま
で
、
天
来
が
金
銭
的
、
肉
体
的
、
精
神
的
な
面
で
最
も
困
難
で
あ
っ
た
時
期
に
彼
を
支
え
た
堀
口
家
な
ら
で
は
の

意
義
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
く
に
詩
歌
を
愛
す
る
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
天
来
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
後
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
天
来
資
料
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
漢
詩
を
専
門
と
さ
れ
る
研
究
者
等
の
協
力
も
得
て
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
角
度
か
ら
も
天
来
研
究
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

注（
1
）
同
志
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
寄
贈
の
受
付
は
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
付
。

（
2
）
住
谷
天
来
の
非
戦
論
や
、
住
谷
悦
治
と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
た
も
の
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

	

　

住
谷
一
彦
他
『
住
谷
天
来
と
住
谷
悦
治
―
非
戦
論
・
平
和
論
』（
み
や
ま
文
庫
、
一
九
九
七
年
）

	

　

�

手
島
仁
「
第
三
章　

内
村
鑑
三
と
住
谷
天
来
」『
手
島
仁
の
「
群
馬
学
」
講
座
―
人
物
一
〇
〇
話
』（
上
毛
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）、
八
九
〜
一
一

九
頁

（
3
）
寄
贈
さ
れ
た
住
谷
天
来
関
連
資
料
の
リ
ス
ト
は
後
掲
の
通
り
。

（
4
）
日
本
基
督
教
団
甘
楽
教
会
『
甘
楽
教
会
百
年
史
』（
日
本
基
督
教
団
甘
楽
教
会
、
一
九
八
四
年
）、
二
四
〇
、
二
五
七
、
二
五
八
頁

（
5
）
昭
和
町
の
歩
み
刊
行
委
員
会
『
高
崎
市
昭
和
町
の
歩
み
』（
昭
和
町
の
歩
み
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
六
〇
頁

（
6
）
堀
口
栄
蔵
編
『
堀
口
松
五
郎
百
回
忌
記
念　

堀
田
屋
一
族
の
系
図
』（
非
売
品
、
一
九
八
七
年
）、
六
、
七
、
二
一
頁
『
甘
楽
教
会
百
年
史
』、
二
四
〇
、

二
五
八
頁

（
7
）『
堀
田
屋
一
族
の
系
図
』、
一
頁



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

一
〇
二

（
8
）『
高
崎
市
昭
和
町
の
歩
み
』、
五
九
頁

（
9
）『
復
刻
版　

聖
化
』（
上
、
下
）（
不
二
出
版
、
一
九
九
〇
年
）

（
10
）「
偲　

剣
道
五
段
錬
士
・
居
合
道
三
段　

堀
口
万
亀
藏
」、
二
〇
〇
八
年
九
月
作
成
。
こ
の
資
料
は
堀
口
万
亀
藏
葬
儀
の
際
に
配
布
さ
れ
た
故
人
経
歴

で
、
そ
の
中
に
「
堀
田
屋
事
業
の
経
緯
」
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
高
崎
の
「
堀
田
屋
」
と
は
次
第
に
別
の
歩
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
富
岡
の
「
堀
田

屋
」
は
一
九
五
二
年
に
万
亀
藏
が
社
長
と
な
り
「
有
限
会
社
堀
田
屋
」
を
設
立
し
て
い
る
。

（
11
）『
甘
楽
教
会
百
年
史
』、
二
六
一
頁

（
12
）『
上
毛
教
界
月
報　

復
刻
版
』（
一
一
）（
不
二
出
版
、
一
九
八
五
年
）、
一
八
八
頁

（
13
）『
高
崎
市
昭
和
町
の
歩
み
』、
六
〇
頁

（
14
）
二
〇
一
八
年
一
月
八
日
、
筆
者
は
堀
口
時
子
さ
ん
、
真
起
子
さ
ん
と
と
も
に
、
天
来
の
生
家
を
訪
ね
、
現
当
主
の
住
谷
輝
彦
さ
ん
夫
妻
の
温
か
な
歓

迎
を
受
け
墓
所
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

（
15
）
大
島
花
束
、
原
田
勘
平
訳
注
『
良
寛
詩
集
』（
岩
波
文
庫
）（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
四
七
頁

（
16
）
住
谷
天
来
『
黙
庵
詩
鈔
』（
平
和
舎
、
一
九
四
一
年
）、
三
八
〜
三
九
頁

（
17
）
入
矢
義
高
他
訳
注
『
碧
巌
録
』（
下
）（
岩
波
文
庫
）（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
一
七
五
頁

（
18
）『
黙
庵
詩
鈔
』、
七
六
〜
七
七
頁



住
谷
天
来
と
堀
口
家
―
堀
口
家
寄
贈
住
谷
天
来
資
料
に
つ
い
て
―

一
〇
三

住
谷
天
来
関
連
資
料
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
受
贈
）�

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
確
認

資
料

番
号

資
料
名

作
成
者

年
月
日

数
量

形
態

寸
法

備
考

一

屏
風
「
花
無
心
開
花
蝶
無
心
来
花
」

住
谷
天
来

一
隻

屏
風

一
四
七
・
〇
×
五
四
・
〇

六
曲

二

扁
額
「
先
求
神
之
國
与
其
義
」

住
谷
天
来

一
面

扁
額

五
三
・
〇
×
一
五
八
・
〇

三

扁
額
「
治
己
心
者
優
攻
取
城
者
」

住
谷
天
来

一
面

扁
額

三
五
・
〇
×
一
六
〇
・
〇

四

住
谷
天
来
建
碑
関
係
資
料

住
谷
天
来
顕
彰
会　

他

一
九
七
八
年
一
二
月
一
日

九
部

一
紙
（
一
五
枚
）、

冊
子

二
五
・
七
×
三
六
・
五

一
）�『
住
谷
天
来
顕
彰
会
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号
、
第
二
号

二
）�

上
記
資
料
複
写

三
）�「
住
谷
天
来
顕
彰
会
会
則
」（
複
写
）

四
）�「
住
谷
天
来
碑
文
案
」（
複
写
）

五
）�「
住
谷
天
来
顕
彰
碑
図
面
二
種
」（
複
写
）

六
）�「
顕
彰
碑
見
積
書
」（
複
写
）

七
）�「
非
戦
愛
国
の
予
言
者
住
谷
天
来
の
建
碑
を
提
唱
す
る
」（
複

写
）

五

『
堀
口
松
五
郎
百
回
忌
記
念　

堀
田
屋
一
族
の
系

図
』

堀
口
栄
蔵

一
九
八
七
年
四
月
二
日

一
冊

冊
子

二
五
・
七
×
一
八
・
二

六

『
群
馬
の
先
駆
者
』（
複
写
）

前
橋
朝
祷
会
発
行

二
〇
〇
二
年
五
月

一
部

一
紙
（
七
枚
）

二
九
・
五
×
二
一
・
〇

鈴
木
ゑ
美
子
氏
か
ら
堀
口
栄
一
郎
氏
宛
の
送
り
状
（
複
写
）
一
枚

有
り

七

展
覧
会
『
群
馬
の
肖
像
Ⅱ
』
関
連
資
料

群
馬
県
立
歴
史
博

物
館　

他

二
〇
〇
五
年
一
月
八
日

一
部

一
紙
（
一
枚
）

二
九
・
六
×
二
一
・
〇

一
）�

展
覧
会
チ
ラ
シ

二
）�

リ
レ
ー
講
座
（
二
〇
〇
五
年
一
月
一
六
日
開
催
）
レ
ジ
ュ
メ

三
）�

名
刺
（
複
写
）

四
）�

堀
口
眞
達
氏
か
ら
の
送
り
状
（
複
写
）

八

堀
田
［
口
］
栄
蔵
宛
書
簡
（
住
谷
天
来
に
つ
い
て

の
問
合
せ
）

住
谷
悦
治

一
九
七
九
年
一
〇
月
八
日

一
通

封
書

二
五
・
二
×
一
七
・
八

複
写
一
部
有
り

九

写
真
（
川
辺
に
て
住
谷
天
来
他
二
名
）

一
枚

写
真

一
〇
・
七
×
一
四
・
五

リ
プ
リ
ン
ト
一
枚
有
り

一
〇

写
真
（
住
谷
天
来
肖
像
）

一
枚

写
真

八
・
一
×
五
・
四

リ
プ
リ
ン
ト
二
枚
有
り

一
一

写
真
（
住
谷
天
来
漢
詩
「
愧
我
学
道
」）

一
枚

写
真

一
二
・
六
×
一
七
・
八

一
二
『
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
研
究
』（
複
写
）

萩
原
俊
彦

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
一
五
日

一
部

一
紙
（
九
枚
）

二
一
・
〇
×
二
九
・
七

一
三
『
柏
木
義
円
研
究
序
説
』（
複
写
）

久
保
千
一

一
九
九
八
年
九
月
一
日

一
部

一
紙
（
四
枚
）

二
一
・
〇
×
二
九
・
六


